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新緑がまぶしい季節となりました みなさまお変わりありませんか?
今回は弊社スタッフの「今、訪れてみたい場所」を聞いてみました
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静かな焚火のできる山の中
焚火をしながら、燃える火で
食べ物を焼いてくつろぎたい
のですが、今は家の周りで
することもできません。
アウトドア派ではないのですが、
山の中でいつでも焚火が
できる場所がないか探しています。

快適なドーム球場!
現在、息子が学童野球をして
いるので、息子と一緒にプロ
野球観戦へ。
でも、私は暑さ寒さに弱いの
で（わがままなだけです笑）
空調の効いたドームで、冷え
たビール片手に”応援という名
のくつろぎ”を楽しみたいです。
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北アルプス界隈のお山
去年は山小屋１泊２日や憧れ
の燕岳で絶景満喫しました!
去年のリベンジ案件、山小屋
でピザorアップルパイも実現
したい。山行とセットで食べ
るお楽しみ、これ大事です。

富士山

生で見るのは遠距離からでし
かなく、静岡側からの富士山
なので。
山梨側からの富士山を近くで
見ながらＢ級グルメを堪能し
たい。

大自然
20年前にグランドキャニオンに行ったことがあるので
すが、地球が何万年もかけて作り出した自然の壮大さ
にもう一度触れてみたいです。
人生の折り返し地点を過ぎた今、
自分自身がどうあるべきなのか、
どう進んで行くのかを大自然の中で
自分自身に問いかけてみたいです。
かっこよく言いましたが、現実逃避です。笑

燕岳

爺ヶ岳・鹿島槍

（写真は山梨精進湖からの富士）



【梅雨入り前に見直したい、防災の備え】
新緑の美しさが落ち着くと、徐々に梅雨の時期を迎えます。しとしとと降る雨に風情を感じる一方で、毎年のように全国各地で、大雨による被害も報告
されています。 最近では、短時間で局地的に降る「ゲリラ豪雨」や「線状降水帯」といった言葉を耳にする機会も増えてきました。自然災害はいつ起
きるかわかりません。季節の変わり目のこの時期、防災について、少しだけ立ち止まって考えてみませんか?

■ この時期に見直したい3つのポイント
1. ハザードマップを確認する
お住まいの地域が浸水や土砂災害のリスクがあるのか、自治体が公開しているハザードマップで確認しておきましょう。
2. 非常用品のチェック
懐中電灯や乾電池、保存食や飲料水など、非常時に必要なものが揃っているかを点検するタイミングにぴったりです。
賞味期限の確認もお忘れなく。
3. 保険の補償内容を確認する
火災保険にご加入中の方は、「水災」が補償対象になっているかを
この機会に見直してみてください。万が一の際に
「知らなかった…」とならないよう、事前の確認が安心につながります。

■ 備えることは、自分と家族を守る第一歩
災害は予測が難しいからこそ、「今できる備え」がとても大切です。
事前に家族で避難場所を確認し、「いつ避難するのか」を話し合って
おくことが大切です。
特に、小さなお子様や高齢のご家族がいる場合は、右の表を参考に、
どの警戒レベルで避難するのかを決めておきましょう。
これから迎える梅雨の季節を、少しでも安心・安全に過ごすために、
しっかり備えていきましょう。
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【ホームページ開設のお知らせ】
このたび、弊社のホームページを開設しました。 ホームページはこちら▼
皆さまのお役に立てるような情報も定期的に発信していきます。 https://www.tk-assist.net
ホームページから、ご相談やお問い合わせもできます。ぜひ一度ご覧ください。

（出典:https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kasen/bousai/leaflet.html)


